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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
大学の研究室や寮などの部屋の戸口では，様々な
形のコミュニケーションが行われる.  このよう
な戸口で行われるコミュニケーションは，多くの
場合，部屋の所有者（住人）を相手方とし，イン
フォーマルな目的を持ち，コミュニケーション形
態は戸口での立ち話・伝言板への書き込み・書類
の差し込みなど多様である.  
本研究では 始まりがインフォーマルなコミュ
ニケーションに着目し，このようなコミュニケー
ションをネットワーク上に実現する. 実世界で行
われている戸を介したコミュニケーションをネッ
トワーク上に構築するにあたり，本研究では「戸」
をメタファとしたコミュニケーションを戸口通信
と定義した. [1] 戸口通信モデルでは, 「戸」を介
して様々なインフォーマルなコミュニケーション
空間が存在し, 「戸」の所有者と利用者は, それら
の空間を利用する.（図１） 

.  
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このようなインフォーマルなコミュニケーショ

ン空間を実現するメディアとして，ネットワーク
上の戸口伝言板を提案し，システムを開発した． 
本論文では，戸口伝言板システムの設計と実装
および時間軸視覚化機能について述べる． 
    
２．戸口伝言板２．戸口伝言板２．戸口伝言板２．戸口伝言板    
戸口伝言板とは，部屋のドアに設置された手書
きの伝言板である． この伝言板は主に部屋の所有
者宛てたメッセージを残すために用いられるが，
その戸口を通りすぎる人々も読み書きができるた
め，通り過ぎる人々同士でのコミュニケーション
の場としても用いられる． 書かれるメッセージは，
手書きで短い． また，伝言板の所有者以外は，伝
言板に書かれたメッセージを消すことができない． 
 

３．戸口伝言板システム３．戸口伝言板システム３．戸口伝言板システム３．戸口伝言板システム    
３．１．設計３．１．設計３．１．設計３．１．設計    
戸口伝言板システムは，このような実世界の伝
言板をネットワーク上に実現する手書きのメッセ
ージボード・システムである． 実世界における
戸口の伝言板と同様に，簡単で直感的なインタフ
ェースを提供する．  
システムはクライアント・サーバ型で構成され
る．（図 2） クライアント・システムは, ユーザ
がWebブラウザ以外に特別なソフトウェアを容易
することなく利用できるものとした． 
書かれたメッセージは，ドロー形式の描画情報
に変換された後，クライアントからサーバへ送信
され，蓄積される． また，全ての接続されてい
るクライアントへ同情報が送信される．クライア
ント・サーバ間の通信は，独自に開発したプロト
コルにより行う． 

 
３．２．実装３．２．実装３．２．実装３．２．実装    
上記の設計に基づき実装されたシステムが

GonBoard である．（図３） クライアント・シス
テムは，現在のネットワーク環境で標準的な Web
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ブラウザ及び Javaを用いるため，ユーザは特別な
ソフトウェアをインストールすることなく利用で
きる． また，マウスやペンタブレットなどのポ
インティング・デバイスを用いて手書きでメッセ
ージの書き込むため，ユーザはキーボードや文字
コードなどを意識する必要が無い． ユーザはメ
ッセージの色・線の太さなどを自由に選ぶことが
でき，文字および図形を意識することなく，メッ
セージを書くことができる． 
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４．時間軸視覚化機能４．時間軸視覚化機能４．時間軸視覚化機能４．時間軸視覚化機能    
このシステムを運用していく中で，一つの伝言

板に大量のメッセージが残る状況が発生した． 
このような大量の短いメッセージ群から，ユーザ
が必要とするメッセージを探すことが困難になっ
た． そこで，伝言板に書かれる多くのメッセー
ジは，新しいものほど情報の価値が高いと想定し，
メッセージの時間経過を色の濃淡により表現する
時間軸視覚化機能の設計および実装を行った．（図
４） 書かれたメッセージは時間が経過するごと
に色が薄くなり，メッセージを読むユーザが指定
する時間が経過すると消える． この機能により，
ユーザは時間経過を容易に認識することが可能と
なった．   

 
５．複数伝言板管理機能５．複数伝言板管理機能５．複数伝言板管理機能５．複数伝言板管理機能 
 また，戸口伝言板を設置する所有者となるユー

ザに対して，より簡単に伝言板を設置できるよう
に，戸口伝言板サーバに複数伝言板管理機能を設
計および実装した．ユーザは伝言板管理クライア
ントと通して，必要な分だけの伝言板を容易に設
置できる． 
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６．関連研究６．関連研究６．関連研究６．関連研究    
        時間軸を意識した掲示板システムの研究として，
空 の 雲 や 砂 浜 の 変 化 を メ タ フ ァ と し た
Skywriter[2]や Sand Typewriter[2] が存在する． 
両システムは，システムがメッセージ表示の時間
軸を指定するが，Gon Board では，ユーザが自由
に時間軸を設定し，メッセージを表示できる． 
 
７．まとめ７．まとめ７．まとめ７．まとめ    
 今回，ネットワークにおけるインフォーマル・
コミュニケーション空間を提供する戸口伝言板シ
ステム Gon Boardの設計及び実装，各種機能につ
いて報告した． 今後は Gon Boardを運用し，利
用者アンケートや利用統計から定性的評価を行っ
ていきたい． 
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